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講師の交渉にあたるなどにより 3 日間の研修日程が決まった。 以下に実習課題の概要を記す。
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( 1 )赤外線リモコン送受信回路の製作とその応用
本実習では、私達がテレビやYrR、エアコンなど身近な家電製品で普段何気なく使っている赤外
線リモートコントロール(以下、リモコンと略)の変調方式 (PPM (pulse Position Modulation) 
方式)と動作原理を理解するとともに、リモコン専用集積回路素子を用いた簡単な送信回路(写真







































































































































写真 1 赤外リモコン送信器の製作例 写真 2 赤外リモコン受信器の製作例
当合同研修では専門技術分野以外の方も受講することから、実習テキストは可能な限り詳細に記
述するよう努めた。 このため、参考資料を含め 60 ページの冊子となった。このことから、当日に
テキストの全てを説明している時間的余裕がないことを予測し、初日の受付で配布してもらい、受
講者には予備知識を持って実習に臨んでもらう方法を採った。


















当時使用した半導体レーザはすでになく、代替品として (EL-65 ・ 18・1)を採用した。発振波長
(650nm) 、出力 (5mW) は同じだが、若干仕様 (LD 動作順電流、光モニター電流)が異なるた
め、抵抗定数を下記の回路図のように変更した。








OP1 , OP2:LM358N 
GND 
図 3 レーザダイオード駆動回路 (APC回路)
写真 3 レーザダイオード駆動回路の製作例
また前回の研修では、パワーメータがなかったため、半導体レーザの出力測定を行う際、簡易的
方法として、フォトダイオードでレーザ光を検知し計算で求めた。今回はパワーメータが、担当者
の研究室から借りることかできたので、出力が直読でき、簡単でしかも正確な測定が可能となった。
最近、半導体レーザが比較的手に入りやすく、ポインターとして販売されている。しかし使い方
を誤るとたいへん危険である。このことからレーザの安全管理について、テキストにまとめるとと
もに、実習の官頭で説明を行った。製作した半導体駆動回路をポイターとして使用する際は、出力
を 1mw 以下に設定するようお願いした。
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